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拒
食
や
過
食
な
ど
、
食
事
に

関
し
て
異
常
な
行
動
が
続
く
摂

食
障
害
。
中
村
優
美
さ
ん
＝
新

潟
市
南
区
＝
は
食
べ
て
は
吐
く

過
食
嘔
吐
を
繰
り
返
し
、
今
か

ら
10
余
年
前
の
20
代
半
ば
に
生

死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
。
治
療

の
末
、社
会
復
帰
し
た
現
在
は
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者
た

ち
の
支
援
活
動
な
ど
を
続
け
る

一
方
で
、
自
ら
に
誓
う
。「
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
生
き
て
い

く
。
支
え
合
っ
て
つ
な
が
っ
て

生
き
て
い
く
」

「
覚
悟
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
」
―
。
病
床
の
女
性
が
危
険

な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
、
病
院

の
医
師
は
家
族

に
告
げ
た
。

病
床
に
は
20

代
半
ば
の
優
美

さ
ん
。
10
代
前

半
か
ら
の
摂
食

障
害
で
「
食
べ
吐
き
」
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
も
加
わ
り
、
肝

機
能
は
悪
化
。
内
科
病
棟
に
入

院
後
、体
重
は
一
時
、23
㌔
に
。

全
身
に
炎
症
が
広
が
る
敗
血
症

を
引
き
起
こ
し
、
若
い
命
は
危

機
に
瀕
し
た
。

◇
◇
◇

新
潟
市
中
央
区
で
、
５
人

き
ょ
う
だ
い
の
４
番
目
と
し
て

育
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
、
成
績

は
優
秀
だ
っ
た
。
き
ょ
う
だ
い

が
多
い
中
で
、
一
番
に
母
の
関

心
を
引
こ
う
と
、
勉
強
し
た
。

母
の
代
わ
り
に
、
医
師
の
父
が

ほ
め
て
く
れ
た
。

勉
強
熱
心
な
日
々
の
陰
に
摂

食
障
害
が
忍
び
寄
っ
て
い
た
。

中
学
３
年
。
身
長
１
５
７
㌢

体
重
65
㌔
。
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し
て

い
た
。「
勉
強
中
に
眠
く
な
る

の
が
嫌
で
、
常
に
お
菓
子
を
食

べ
て
口
を
動
か
し
続
け
た
」

そ
の
半
面「
食
事
を
取
る
と
、

気
持
ち
悪
く
な
っ
た
」。
後
に

見
つ
か
っ
た
内
臓
の
病
気
が
原

因
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
お
菓

子
を
食
べ
る
一
方
で
、
次
第
に

食
事
を
遠
ざ
け
て
い
っ
た
。

◇
◇
◇

成
績
優
秀
だ
け
あ
っ
て
県
立

の
難
関
高
に
入
学
。
し
か
し
、

そ
の
後
す
ぐ
、
屈
辱
を
味
わ
っ

た
。
１
学
期
の
定
期
テ
ス
ト
で

数
学
が
赤
点

だ
っ
た
。

「
夏
休
み
の

補
習
授
業
に
出

よ
う
と
家
を
出

た
。
だ
け
ど
、

学
校
に
行
け
な

か
っ
た
」。
そ

の
ま
ま
退
学
を

決
め
た
。

翌
年
、
県
立

の
通
信
制
高
校

に
入
り
直
し

た
。
全
日
制
に

比
べ
時
間
が
自

由
に
な
り
、ア
ル
バ
イ
ト
し
た
。

食
事
は
１
日
１
食
。
そ
の
１
食

を
ト
イ
レ
で
吐
き
出
し
た
。
10

代
後
半
、
体
重
30
㌔
台
。

「
親
の
意
見
に
聞
く
耳
を
持

た
な
か
っ
た
。
同
じ
家
な
の
に

親
を
避
け
て
暮
ら
し
た
」

摂
食
障
害
が
テ
ー
マ
の
小
説

を
読
ん
で
思
っ
た
。「
自
分
も

摂
食
障
害
な
の
か
も
」

（
↖
３
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

巻頭
特集

摂
食
障
害
抱
え
て

20 代で体重 20㌔台
生死の境さまよう

中村 優美さん
（新潟市南区）

【
摂
食
障
害
】
食
事
の
量
や

取
り
方
な
ど
食
事
に
関
し
て
異

常
行
動
が
続
く
病
気
で
、
主
に

拒
食
症
と
過
食
症
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
過
食
症
に
は
食
べ

た
後
で
吐
き
出
す
過
食
嘔
吐

と
、
吐
か
ず
に
食
べ
続
け
る
タ

イ
プ
が
あ
る
。
年
代
や
性
別
を

問
わ
ず
、
誰
で
も
発
症
す
る

が
、
10
代
〜
20
代
の
若
者
、
特

に
女
性
に
多
い
と
い
う
。

摂
食
障
害
は
「
心
の
病
」
と

さ
れ
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

ほ
か
、
人
間
関
係
や
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
発
症
す

る
こ
と
が
多
い
。

厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
よ
る
と
摂
食
障
害
で
国
内
の

医
療
機
関
を
１
年
間
に
受
診
す

る
患
者
は
約
21
万
人
。
し
か

し
、
こ
の
数
字
は
氷
山
の
一
角

と
い
わ
れ
る
。
未
治
療
者
や
治

療
中
断
者
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て

い
な
い
た
め
。

食
べ
て
吐
く
繰
り
返
す
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（
↙
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

10
代
終
盤
。
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
も
深
刻
化
し
た
。
き
っ
か

け
は
中
学
生
の
こ
ろ
。
眠
れ
な

い
夜
、
家
に
あ
っ
た
洋
酒
を
な

め
て
み
た
。
す
ぐ
眠
れ
た
。
酒

は
、
寝
付
き
の
良
く
な
い
自
分

の
味
方
だ
と
思
え
た
。
そ
の
後

も
隠
れ
て
酒
を
口
に
し
た
。

20
代
前
半
。
酒
も
や
め
ら
れ

な
い
ま
ま
、
１
日
１
食
を
食
べ

て
は
吐
い
た
。「
食
べ
て
吐
く

こ
と
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
。
な
ぜ
生
き
る
の
か
。
自
分

が
生
き
て
い
て
い
い
の
か
」

罪
悪
感
や
背
徳
感
に
襲
わ
れ

た
。
生
き
る
意
欲
が
わ
か
な

か
っ
た
。
死
も
考
え
た
。

◇
◇
◇

24
歳
か
ら
26
歳
。
民
間
精
神

病
院
か
ら
大
学
病
院
の
内
科
、

精
神
科
へ
と
集
中
し
て
入
院
し

た
。
内
科
で
は
栄
養
失
調
や
肝

機
能
の
改
善
を
図
り
、
精
神
科

で
は
摂
食
障
害
と
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
を
治
療
し
た
。

命
の
危
機
に
瀕
し
た
の
は
大

学
病
院
内
科
病
棟
だ
っ
た
が
、

治
療
の
甲か

斐い

あ
っ
て
生
死
の
境

か
ら
脱
し
た
。

今
か
ら
11
年
前
の
夏
。
大
学

病
院
精
神
科
病
棟
を
退
院
し

た
。
こ
の
２
年
間
の
入
院
の
期

間
中
に
、
社
会
復
帰
へ
の
足
掛

か
り
を
つ
か
ん
で
い
た
。

◇
◇
◇

き
っ
か
け
は
、
最
初
に
入
院

し
た
民
間
精
神
病
院
。
生
き
る

意
味
が
分
か
ら
な
い
日
々
。
病

窓
か
ら
見
え
た
空
や
景
色
に
、

は
っ
と
し
た
。

「
外
の
世
界
は
き
れ
い
だ

な
ぁ
、
っ
て
。
あ
、
そ
ん
な
こ

と
思
う
な
ん
て
、
私
っ
て
、
本

当
は
生
き
た
い
の
か
も
、っ
て
」

生
き
る
こ
と
に
前
向
き
な
気

持
ち
に
気
付
い
た
。

こ
の
病
院
で
は
治
療
方
針
と

し
て
、
患
者
の
自
助
活
動
が
重

ん
じ
ら
れ
た
。「
同
じ
悩
み
の

人
た
ち
と
一
緒
に
い
て
孤
独
感

か
ら
解
放
さ
れ
た
。
仲
間
で
支

え
合
う
心
地
よ
さ
に
居
場
所
を

見
付
け
た
気
が
し
た
」

そ
の
後
の
大
学
病
院
の
精
神

科
病
棟
で
は
患
者
同
士
の
自
助

活
動
が
勧
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
自
助
活
動
を
病
院
に
申
し

出
て
了
承
さ
れ
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
（
ピ
ア
は
英

語
で「
仲
間
」）活
動
が
始
ま
っ

た
。
民
間
病
院
で
体
験
し
た
時

と
同
じ
く
、
患
者
同
士
で
体
験

を
話
し
合
い
、励
ま
し
合
っ
た
。

自
助
活
動
の
心
地
よ
さ
を
再
び

感
じ
て
い
た
。

そ
の
後
、
仲
間
が
退
院
す
る

際
、
感
謝
さ
れ
た
。

「
優
美
ち
ゃ
ん
、
あ

り
が
と
う
」「
お
か
げ

で
私
の
人
生
、
変
わ
っ

た
よ
」。
自
分
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

思
え
た
。

26
歳
。
目
標
体
重
42
㌔
に
達

し
、
自
宅
で
過
ご
す
練
習
を
重

ね
て
退
院
し
た
。
す
ぐ
職
を
探

し
た
か
っ
た
が
、
家
族
に
「
ま

だ
早
い
」
と
、
と
め
ら
れ
た
。

家
事
や
父
の
医
院
を
手
伝
っ

た
。
そ
の
後
、
放
送
大
学
に
入

学
し
て
心
理
学
を
学
ん
だ
。

（
↖
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

病
窓
の
景
色
に
引
か
れ

前
向
く
姿
勢
取
り
戻
す

中村優美さん

入
院
治
療
も
気
持
ち
沈
む

摂食障害抱えて

【
放
送
大
学
】
国
設
民
営
の

通
信
制
大
学
で
、
大
学
院
も
あ

る
。
主
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
進

め
る
。
教
養
学
部
だ
け
で
「
生

活
と
福
祉
」「
心
理
と
教
育
」「
社

会
と
産
業
」
な
ど
６
コ
ー
ス
が

あ
り
、
卒
業
す
れ
ば
「
学
士
」

の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
面
接
授

業
）
な
ど
が
行
わ
れ
る
学
習
セ

ン
タ
ー
が
全
国
に
あ
る
。
新
潟

学
習
セ
ン
タ
ー
は
新
潟
大
学
旭

町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
。
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（
↙
3
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

今
年
３
月
、
新
潟
市
中
央
区

で
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
未
来

地
図
Ｃキ

ャ

ン

バ

ス

Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｓ
」
で
、
優

美
さ
ん
は
キ
ー

ボ
ー
ド
を
弾
き

な
が
ら
歌
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、

障
害
や
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
人
た

ち
が
音
楽
演
奏
の
披
露
な
ど
を

通
じ
て
相
互
理
解
を
図
ろ
う
と

企
画
さ
れ
た
。
優
美
さ
ん
は
主
催

側
の
共
同
代
表
で
、
出
演
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
出
演
者
の

誰
も
が
ス
テ
ー
ジ
で
自
ら
の
障

害
や
生
き
づ
ら
さ
を
オ
ー
プ
ン

に
語
っ
た
。「
包
み
隠
さ
な
い
の

は
、
生
き
や
す
い
か
ら
」。
優

美
さ
ん
の
生
き
方
で
も
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
告
知
す
る
チ

ラ
シ
に
、
優
美
さ
ん
は
自
分
の

思
い
を
一
文
に
し
て
載
せ
た
。

「
色
々
あ
っ
て
も
生
き
て
い

く
（
中
略
）
繋つ

な

が
っ
て
、
支
え

合
っ
て
、
な
ん
な
ら
楽
し
く
生

き
て
い
く
」

ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
の
力
を
信
じ

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
Ｃカ

ラ

ｏ
ｌ
ｏ

ｒ
フ

ル

ｆ
ｕ
ｌ

ｍマ

ッ

プ
ａ
ｐ
」
副
理

事
長
と
し
て
、

生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
る
若
者
ら

を
支
援
。
放
送

大
学
に
再
入
学

し
て
勉
強
を
重

ね
る
一
方
、
後
輩
学
生
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
活
動
も
続
け
る
。

「
私
の
活
動
は
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
に
似
た
も
の
ば
か
り
」。
し

か
し
、
仲
間
づ
く
り
と
情
報
交

換
の
た
め
、
青
年
会
議
所
（
Ｊ

Ｃ
）
に
も
加
わ
る
。

父
の
医
院
で
働
く
一
方
、
通

信
制
高
校
の
後
輩
と
結
婚
し

た
。
体
重
は
40
㌔
ほ
ど
を
維
持

す
る
が
「
ほ
ぼ
夕
食
だ
け
」
の

１
日
１
食
は
変
わ
ら
な
い
。

「
私
は
い
ま
だ
摂
食
障
害
の

当
事
者
。
社
会
復
帰
は
ま
だ
半

分
だ
け
」。
摂
食
障
害
は
完
治

し
な
い
場
合
も
あ
り
、
付
き

合
っ
て
い
く
覚
悟
だ
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
断
酒

治
療
が
奏
功
。
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
夫
も
協
力
す
る
。

「
私
は
死
に
か
け
た
の
に
救

わ
れ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
命
、

大
切
に
し
て
生
き
る
。
生
き
て

生
き
て
、
人
生
を
楽
し
む
」

患
者
同
士
で
励
ま
し
語
る

自
助
活
動
の
可
能
性
信
じ

つ
な
が
っ
て
支
え
合
っ
て

つ
な
が
っ
て
支
え
合
っ
て 

生
き
て
い
く

生
き
て
い
く

「未来地図CANVAS」でキーボードを弾く中村優美さん（右）

NPO法人「colorful map」トークイベント

講演する中村優美さん

現在は若者らを支援
自身の社会復帰なお途上

【中村優美さん連絡先】
E-mail：woquinoncoin2nd@gmail.com
【関わる活動とウェブサイトURL】
◆NPO法人Colorful map◆
ũŵŵűŴĻİİŤŰŭŰųŧŶŭĮŮŢűĮůűŰįūŪŮťŰŧųŦŦįŤŰŮİ

◆放送大学新潟学習センター
学生サークルにいがたピアサポート◆

ũŵŵűŴĻİİůŪŪŨŢŵŢĮűŦŦųŴŶűűŰųŵįūŪŮťŰŧųŦŦįŤŰŮİ
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
【新設】特定感染症
重点プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）
6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

＜基本プランに加入される方へ＞
ᙾ‱ഊഔಊಒధᘋ㲱ജᖍ◽ജ␏⏪ಎ㝓ᗏ౼ಮ⌇ᆠಒ㓎ᇰ౸ಯಡ౾ಶన
◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染症重点プラン」への加入をおすすめします。
౫ಓధ㒭☆ᘋಊ☆ᢦഊഔ೧ೄೃ␠ጰಧክထᢓ౺ಉ౧౮ಆಂഊഔ೧ೄೃ␠ጰಛᏣጆಎಂಭధἠᙁഎ೫
ೇഌ᰼₨⤒ವಒ౻ತಋ౺ಂ✁ᢓ᰼₨⤒ಛᆌ౫ಋ౺ಉధ✁ᢓ᰼₨⤒㨁☣ഊഔಎጆሢ౧ಂಃಡ౼ಋధಫಭᢃᭈ౺ಉ
ഊഔ೧ೄೃ␠ጰಎᏣጆ౧ಂಃಡ౼న

ふくしの保険 検索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

https://www.fukushihoken.co.jp令和４年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。
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新潟県社会福祉協議会　令和３年度事業実施報告書概要版
１ 新潟県社会福祉協議会活動指針の推進
　新潟県社会福祉協議会の基本理念や基本方針実現のため、令和３～５年度を計画期間とする活動指針に定める次の
４事業を重点的かつ計画的に実施した。
　（1） 地域共生社会実現に向けた基盤構築の推進　
　 　地域共生社会実現に向けた地域福祉活動の取組推進を図るため、市町村社会福祉協議会が抱える諸課題の把握及
び分析に基づく解決に向けた方策の検討や、その取組が円滑かつ効果的に推進できるよう推進体制を整備し、必要
となる仕組みづくりや個別支援に係る事業を実施した。　
　　①　市町村社会福祉協議会が抱える課題の抽出及び検討
　　　・10町村社会福祉協議会との個別の情報共有・意見交換会実施
　　②　地域共生社会実現に向けた関係機関・団体との連携の場づくり
　　　ア　地域共生社会実現に向けた取組
　　　　・ 市町村社協情報共有オンライン会議開催
　　　　・地域福祉・相談援助業務担当職員向けこころの健康、ストレスケア研修開催
　　　　・地域共生社会実現に向けた「重層的支援体制整備事業」学習会開催
　　　イ　市町村間のプラットフォームづくりの推進
　　　　・災害時福祉支援活動推進　・新潟県福祉教育推進会議開催
　　　　・ひきこもり支援をテーマにした市町村社協担当職員による緩やかなネットワーク会議開催
　　　ウ　新たな社会課題の解決に向けた具体的取組
　　　　・ひきこもり者への支援推進研修会開催　・地域アセスメントに基づく地域福祉推進セミナー開催　
　　　　・地域の居場所創出支援
　（2） 自立生活を支えるための包括的な総合相談・生活支援体制づくりの推進
　 　高齢・障がい・子ども・生活困窮など各専門支援機関との連携の促進や「暮らし」全般に及ぶ伴走型支援に向けた
多機関協働の中核的な役割を果たす機能が必要とされている。
　 　「暮らし」を支える幅広い知識やスキルを身につけ、各専門的な支援機関等と連携協働して、住民を支援できる能
力を有する人材を育成することや各専門的な支援機関や他職種の人々が円滑に連携協働できる広域的なプラット
フォームの構築を支援していくことを目的に研修会等を開催した。
　・生活福祉資金貸付事業担当者会議（兼生活困窮者自立支援担当者研修）　　３月24日　Web　参加者55名
　（3） 地域における権利擁護体制の推進
　 　市町村社会福祉協議会の、地域における権利擁護体制の構築や権利擁護事業の実施や拡充に向けた支援を行うと
ともに、市町村における成年後見制度利用促進体制の整備や強化を図るための各種事業＝写真＝を実施した。
　　①　地域における総合的な権利擁護体制づくり検討会　２回
　　②　権利擁護センター等推進研修会　２月10日　Web　参加者77名
　　③　成年後見制度体制整備検討会、広域体制整備支援等アドバイザー派遣
　　　　対象９市町村、アドバイザー派遣人数　延べ44名
　　④　法人後見専門員スキルアップ研修会　２月２日　Web　参加者71名
　　⑤　法人後見実施団体等による意見交換会　８月18日　Web　参加者35名
　　⑥　市町村長申立推進研修会　９月15日　Web　参加者105名
　　⑦　法人後見推進研修会　７月14日　Web　参加者86名
　（4） 福祉職の魅力についての啓発の推進
　　①　福祉現場で働く職員・事業所へのインタビュー
　　　　３法人・事業所について動画を作成し公開＝写真＝
　　②　福祉施設の職場体験事業
　　　　新型コロナウイルス感染症拡大により実施することができなかったため、代替事業を実施した。
　　③　福祉人材センター職員による職場体験レポート
　　　　新型コロナウイルス感染症拡大により実施することができなかった
　　④　インスタグラムによる職員・利用者の写真公開
　　　　インスタグラム等のツールについても含めて効果的な運用を検討
　　⑤　関係団体・法人等との連携事業
　　　ア　Face to Fukushi主催の「R３介護のしごと魅力発信事業」に参加
　　　　・９月28日 第１回打ち合わせ会議実施
　　　イ　県担当課と福祉人材の現状や取り組み状況等について意見交換を実施
　　　　・３月14日 県高齢福祉保健課、子ども家庭課　・３月24日 障害福祉課

成年後見制度に関する研修会

福祉事業所の動画を撮影し公開
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２ 基本方針別の事業実施概要
　（1）みんなで育む福祉のまちづくり
　　①　県民の福祉への理解促進と福祉の心の醸成
　　　ア　第71回新潟県民福祉大会の開催＝写真＝　　10月20日　新潟市　参加者約300名
　　　イ　福祉・介護・健康フェアの開催（知る・学ぶ「福祉・介護・健康」）
　　　　・新潟会場　10月17日・11月23日 参加者　1,807名＝写真＝
　　　　・長岡会場　11月13日～ 21日 参加者　  936名
　　　　・上越会場　11月 3日 参加者　  450名
　　②　地域福祉活動・市町村社協活動支援事業振興
　　　ア　市町村社協会長視察研修　　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催中止
　　　イ　市町村社協職員課題別研修　・社協新任及び初級職員研修会　１回　・課題別研修　３回
　　③　地域共生社会実現に向けた基盤構築の推進
　　　ア　市町村社会福祉協議会が抱える課題の抽出及び検討
　　　　・市町村社会福祉協議会への個別調査　10カ所
　　　　・市町村社会福祉協議会への個別支援　10カ所
　　　イ　地域共生社会の実現に向けた関係機関・団体との連携の場づくり
　　　　ａ　地域共生社会の実現に向けた会議、研修　３回　
　　　　ｂ　市町村間のプラットフォームづくりの推進
　　　　　・災害時福祉支援活動推進に係る会議、研修等　10回　・新潟県福祉教育推進会議　２回　
　　　　　・ひきこもり支援をテーマにしたネットワーク会議　３回
　　　　ｃ　新たな社会課題の解決に向けた具体的取組
　　　　　・ひきこもり者への支援推進研修会　１回　・地域アセスメントに基づく地域支援セミナー　１回
　　　　　・地域の居場所創出支援に係る調査、研修会　２回
　　④　ボランティア活動・社会貢献活動の振興
　　　ア　災害救援活動の推進　災害支援コーディネーター養成研修　初級、中級、上級各１回
　　　イ　福祉教育の推進　　　福祉教育推進セミナー　２回
　　　ウ　県民たすけあい基金運用益助成事業　37団体　13,236,250円　
　　⑤　関係機関・団体との連携・支援の推進
　　　ア　福祉関係団体との連携・協働を基盤とした政策提言、予算要望活動の実施
　　　　　福祉団体共同による県知事及び県福祉保健部長に対する要望活動　12月22日　新潟市
　　　イ　災害福祉広域支援ネットワーク事業の推進
　　　　・災害福祉支援チーム員基礎研修　11月18～ 19日　新潟市　受講者14名
（2） 一人ひとりの自立生活づくり
　　①　高齢者の社会参加の促進
　　　ア　ねんりんピック
　　　　・第26回にいがたねんりんピック＝写真＝　10種目
　　　　　（新型コロナウイルス感染症の影響により３種目中止）
　　　　・全国健康福祉祭ぎふ大会（ねんりんピック）　
　　　　　新型コロナウイルス感染症の影響により中止
　　　イ　シニアカレッジ新潟＝写真＝
　　　　・基礎応用課程講座
　　　　　１年次　４クラス　全12日間　　２年次　４クラス　全14日間　
　　②　高齢者の生活支援の充実
　　　ア　高齢者総合相談センターの運営
　　　　　相談者　1,833名　相談延件数　2,549件
　　　イ　認知症コールセンターの運営
　　　　　相談者数　375名　相談延件数　660件　
　　③　障害者の社会参加の促進
　　　ア　福祉の店パレット新潟店の運営
　　　　・ 農福マルシェ新潟・長岡・上越開催の協力（新潟県社会就労センター連絡協議

会への協力）
　　　　・授産事業活性化　・福祉商品デザイン相談会の開催　１日間　15施設
　　　イ　障害者就労支援事業の展開
　　　　・ オリジナルキャラクター「にいたっち」マスクの制作・販売　1,693枚・子育

て応援ステッカーの制作・販売　1,433枚
　　　　・募金型自動販売機の制作・設置＝写真＝　13台
　　　　・寄附金の受け入れ　５社　・パートナー企業　28社・団体

第 71回県民福祉大会

「
知
る
・
学
ぶ『
福
祉
・
介
護
・

健
康
』」の
講
演
会

にいがたねんりんピック

シニアカレッジ新潟の卒業式

「にいたっち」募金自販機
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　　④　生活の安定への支援
　　　ア　生活福祉資金等貸付事業
　　　　　貸付件数：6,446件／貸付額：2,030,342,000円（うち、特例貸付：6,311件／貸付額：1,994,545,000円）
　　　イ　ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業
　　　　　貸付件数：７件／貸付額：2,230,000円
　　　ウ　児童養護施設退所者等に対する自立支援資金事業
　　　　　貸付件数：15件／貸付額：21,826,000円
　　⑤　自立生活を支えるための包括的な総合相談・生活支援体制づくりの推進
　　　・生活福祉資金貸付事業担当者会議（兼生活困窮者自立支援担当者研修）　３月24日　Web　参加者55名
　（3） 利用者主体の福祉サービスづくり
　　①　日常生活自立支援事業
　　　ア　契約締結審査会　２回
　　　イ　権利擁護主幹部課長・担当者合同会議　３月３日　新潟市　Web　参加者40名
　　　ウ　専門員ミーティング　７月１日　新潟市　Web　参加者40名
　　　エ　専門員研修会　２回
　　　オ　生活支援員研修会　２回
　　　カ　人材育成プログラム企画会議　３回
　　　キ　新型コロナウイルス感染状況下における社会福祉協議会の持続可能な事業活動推進体制構築事業の実施
　　　　・ワーキングチーム　６回
　　　　・「権利擁護業務の継続性を確保するためのガイドライン」＝写真＝の策定　制作部数200部
　　②　福祉サービス利用者の苦情解決支援の充実
　　　ア　福祉サービス運営適正化委員会の開催　・委員会　２回　
　　　　・利用援助事業調査小委員会　４回　・苦情解決小委員会　５回（苦情受付実績６件）
　　　イ　福祉サービスに関する苦情解決研修会の開催
　　　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催中止
　（4） 福祉を支えるひとづくり
　　①　福祉従事者の確保・就労の促進と働きやすい職場づくりへの支援
　　　ア　福祉人材センター事業
　　　　・福祉人材無料紹介所での求人求職相談、斡旋
　　　　　相談件数　8,726件　採用　98名
　　　　・福祉のしごと就職フェア
　　　　　 　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からWebによる就職フェアを４日間にわたり１回、および感

染症の拡大状況を見ながら新潟ユニゾンプラザで対面による就職フェアを１回開催＝写真＝
　　　　・人材確保のための法人向けセミナーの開催　
　　　　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催中止とし、動画配信により実施
　　　　　　　配信期間：10月20日～ 12月31日　参加法人：95法人　視聴回数：322回
　　　イ　介護福祉士等修学資金貸付事業の実施
　　　　・介護福祉士・社会福祉士修学資金　貸付件数：413件／貸付額：152,850,000円
　　　　・介護福祉士実務研修受講資金　貸付件数：127件／貸付額：20,910,000円
　　　　・離職介護人材再就職準備金　貸付件数：８件／貸付額：2,940,000円
　　　ウ　保育士修学資金貸付等事業の実施
　　　　・保育士修学資金　貸付件数：45件／貸付額：189,100,000円
　　　　・潜在保育士再就職準備金　貸付件数：０件／貸付額：０円
　　②　介護の理解促進と知識・技術の普及・促進、介護分野への参入促進
　　　ア　介護実技動画のインターネットを活用した普及・PR＝写真＝
　　　　・ 令和２年度に制作した介護実技等の動画６本と講座のダイジェスト版９本を、引き続き新潟県社会福祉協

議会のYouTubeチャンネルで無料公開した。（３/31現在のチャンネル登録者数2,280人、制作動画６本の
合計閲覧数26.2万回）

　　　イ　動画を活用した県民介護知識・技術習得講座の開催
　　　　・上記アの制作動画を実技で活用し、介護知識技術の普及に努めた。
　　　　・介護技術・基本コース　新潟市、長岡市で４回開催　参加者61名
　　　　・介護技術・ステップアップコース　新潟市、長岡市で４回開催　参加者40名
　　　　・介護体験・入門コース　新潟市、上越市で12回開催　参加者163名
　（5） 法人運営機能の強化
　　①　総合企画部会の開催　２月７日　新潟市
　　②　職員の育成・組織力向上
　　　　組織力向上研修、社協職員研修、実践研修などを実施
　　③　新潟ユニゾンプラザの管理運営　
　　④　新潟県社会福祉協議会事業継続計画（BCP）の評価・改善
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「福祉のしごと就職フェア」

「介護技術」の動画公開
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「
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ

ア
」（
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
）
が
６
月
４
日
に
長
岡
市

で
、
18
日
に
は
上
越
市
で
開
か

れ
ま
し
た
。
福
祉
関
係
の
求
職

者
と
求
人
事
業
が
直
接
対
面
す

る
就
職
フ
ェ
ア
の
両
市
で
の
開

催
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
中
止
が
続
い
た
た

め
、３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ブ
長
岡
で
の
「
福
祉
の

し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
長

岡
」
に
は
、
中
越
地
域
を
中
心

と
し
た
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
株
式
会
社
な
ど
、
福

祉
に
携
わ
る
25
の
事
業
所
が
参

加
。
求
職
者
は
来
春
、
卒
業
予

定
の
学
生
や
就
職
希
望
者
ら
50

人
近
く
が
訪
れ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
に
つ

い
て
参
加
者
は
「
リ
モ
ー
ト
だ

と
言
葉
が
伝
わ
り
に
く
い
。
対

面
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
」と
歓
迎
。

資
料
を
手
に
ブ
ー
ス
を
回
っ
て

い
ま
し
た
。

一
方
、
上
越
市
民
プ
ラ
ザ
で

の
「
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ

ア
ｉ
ｎ
上
越
」
に
は
上
越
地
域

を
中
心
に
し
た
11
の
事
業
所
が

ブ
ー
ス
を
構
え
ま
し
た
。
学
生

や
一
般
の
就
職
希
望
者
ら
20
人

が
訪
れ
、
関
心
の
あ
る
事
業
所

か
ら
仕
事
の
内
容
な
ど
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

⬆長岡　「福祉のしごと就職フェア」　上越⬇

対
面
方
式
、
歓
迎
の
声

福祉のしごと
就職フェア 長岡、上越も３年ぶり開催

ᅧᅎƸơƞƲݽ�ᎱȖǨǣ
���

ࡈ࠱�
ᐰЏƵӴƭƩᅧᅎƸᎱاǜᙹƮƛǒƐᲜ

in 新潟
朱鷺メッセ
（新潟市中央区）

就活支援セミナーの同時開催！
5/14土

in 長岡
ハイブ長岡
（長岡市）

就活支援セミナーの同時開催！
6/4土

in 上越
上越市市民プラザ
（上越市）

就活支援セミナーの同時開催！
6/18土

お問合せ
お申込み

社会福祉法人　　新潟県社会福祉協議会
新潟県福祉人材センター

主催 新潟県 /新潟県福祉人材センター

〒950-8575　
新潟市中央区上所2-2-2　
新潟ユニゾンプラザ3階

TEL 025-281-5523
FAX 025-282-0548

福祉人材
センターHP

公式 LINE

in 新潟
新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

就活支援セミナーの同時開催！
2/18土

2023年

in 新潟
新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

就活支援セミナーの同時開催！
10/30日

新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

3/4土

2023年

学生限定！就職説明会
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情 報赤い羽根赤い羽根
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
障
が
い
者
生

活
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
ん
ろ
ー

ど
」
は
昨
年
春
、
新
潟
市
中
央

区
蒲
原
町
へ
、
少
し
離
れ
た
場

所
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。
移
転

に
伴
い
、県
共
同
募
金
会
の「
に

い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

に
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に
よ
り
、

１
階
と
２
階
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
施
設
に
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

仲
間
た
ち
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
大
喜

び
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
今
、
車
い
す
の
利
用
者
を
は

じ
め
、
身
体
の
不
自
由
な
仲
間

た
ち
の
、
日
々
の
大
切
な
移
動

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
階

に
は
広
い
プ
レ
イ
ル
ー
ム
が
あ

り
、
そ
こ
で
様
々
な
行
事
を
行

い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

新
テ
ー
マ
の
募
金
活
動
を
通

し
て
、
私
た
ち
は
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
募
金
に
際

し
て
応
援
の
言
葉
な
ど
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
活
動
の
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
は
い
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見

え
ず
、
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
は
お

手
紙
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
日
か
、
皆
さ
ん
に
直
接

お
礼
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茶色の扉のエレベーターを取り付けた「さんろー
ど」（新潟市中央区）

数
十
年
後
に
は
ヒ
ト
の
仕
事
の

半
分
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
担

う
と
さ
れ
る
。
人
材
不
足
が
深
刻

な
介
護
業
界
で
も
、
そ
の
解
決
の

切
り
札
と
し
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
機
器
の
開
発

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

行
政
も
、
介
護
業
務
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
導
入
を
積

極
的
に
支
援
・
推
進
し
て
お
り
、

現
場
で
は
見
守
り
セ
ン
サ
ー
の
導

入
や
ケ
ー
ス
の
記
録
の
Ｉ
Ｔ
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す

る
Ｉ
Ｔ
機
器
な
ど
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

介
護
職
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
機
器
の
導
入
や
開
発
は
、
従
事

す
る
職
員
の
負
担
軽
減
を
は
じ

め
、
安
心
・
安
全
な
職
場
づ
く
り

な
ど
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

人
材
は
、
募
集
す
れ
ば
す
ぐ
に

集
ま
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
人
材
を
集
め

ら
れ
る
の
か
―
。

例
え
ば
、
介
護
事
業
所
で
の
Ｉ

Ｔ
化
な
ど
、
先
進
的
取
り
組
み
が

若
者
た
ち
の
興
味
や
関
心
を
引
け

ば
、
人
材
不
足
解
消
の
一
助
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
な
れ
ば
「
介
護
の
Ｉ
Ｔ

化
」
は
職
員
の
負
担
軽
減
だ
け
で

な
く
、
複
数
の
意
味
と
意
義
を

持
っ
て
こ
よ
う
。

た
だ
し
、
介
護
す
る
側
も
さ
れ

る
側
も
主
役
は
「
人
」
で
あ
る
。

そ
の
視
点
を
忘
れ
ず
に
Ｉ
Ｔ
化
を

推
進
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
肝
要

だ
。
そ
の
視
点

を
外
さ
な
い
限

り
、
Ｉ
Ｔ
化
は

介
護
・
福
祉
の

分
野
の
将
来
を

照
ら
す
光
明
に

も
な
る
と
確
信

し
て
い
る
。

（
貴
浩
）

「人が主役」忘れずに

介
護
の
Ｉ
Ｔ
化

ƥƥ
⒢⒢
ǋǋ

␆
␄
␆
␆
Vol.61

「
新
テ
ー
マ
型
募
金
」浄
財
活
用

移
転
先
施
設
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　
　
　
新
潟
市
中
央
区「
さ
ん
ろ
ー
ど
」
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色
と
り
ど
り
の
ラ
イ
ン
が
美

し
い
「
か
ご
」。
お
部
屋
に
置

け
ば
オ
シ
ャ
レ
感
が
一
気
に

ア
ッ
プ
し
そ
う
―
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
と
」

（
新
潟
市
中
央

区
古
町
通
13
）

で
は
、
知
的
障

害
の
あ
る
利
用

者
た
ち
が
授
産

製
品
と
し
て
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

細
工
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

素
材
は
幅
約
12
㍉
の
紙
製
ク

ラ
フ
ト
テ
ー
プ
。
紙
バ
ン
ド
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
テ
ー
プ
の
色

合
い
は
素
材
本
来
の
生
成
り
の

ほ
か
、
着
色
さ
れ
て
様
々
な
色

が
あ
り
ま
す
。「
使
う
人
を
想

像
し
て
カ
ラ
フ
ル
に
お
し
ゃ
れ

に
仕
上
げ
ま
す
。
部
屋
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
る
と
人
気
で
す
」

と
目
標
工
賃
達
成
指
導
員
の
岩

野
可
菜
子
さ
ん
。

か
ご
を
作
る
際
、
ま
ず
取
り

掛
か
る
の
は
「
土
台
」
と
呼
ぶ

底
の
部
分
。
長
め
に
切
っ
た

テ
ー
プ
11
本
ず
つ
を
、
縦
糸
と

横
糸
の
よ
う
に
編
み
、
土
台
を

作
り
ま
す
。
次
に
別
の
テ
ー
プ

を
土
台
の
脇
に
巻
き
、
か
ご
の

側
面
を
編
み
上
げ
ま
す
。
側
面

の
立
ち
上
が
り
を
約
22
㌢
に
す

れ
ば
Ｌ
サ
イ
ズ
の
「
Ｌ
か
ご
」

に
、
約
14
㌢
に
す
れ
ば
「
Ｍ
か

ご
」
に
な
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
カ
ラ
ー

テ
ー
プ
を
ど
こ
に
使
う
か
、
ア

イ
デ
ア
と
工
夫
が
必
要
で
す
。

テ
ー
プ
を
縦
に
裂
け
ば
幅
を

細
く
で
き
ま
す
。

９
㌢
四
方
の
コ
ー

ス
タ
ー
は
細
く
し

た
テ
ー
プ
を
編
ん

で
作
り
ま
す
。

値
段
は
税
込
み
で
Ｌ
か
ご
が

９
８
０
円
、
Ｍ
か
ご
が
６
８
０

円
、
コ
ー
ス
タ
ー
が
１
５
０
円

な
ど
。
こ
の
ほ
か
、
様
々
な
商

品
も
含
め
て
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
の
「
福
祉
の
店
パ
レ
ッ

ト
」、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
「
ま
ち
な

か
ほ
っ
と
シ
ョ
ッ
プ
」
で
販
売

中
。売

り
上
げ
に
直
結
し
や
す
い

イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
会
は
こ
れ

ま
で
、
感
染
禍
で
遠
ざ
か
っ
て

お
り
、
再
開
が
待
た
れ
ま
す
。

新
潟
市
中
央
区
の
北
部
、

日
和
山
浜
に
程
近
い
場
所
に

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
と
」

は
あ
り
ま
す
。事
業
所
名
の「
ミ

ナ
と
」
は
新
潟

の
「
湊
町
」
と

「
皆
と
一
緒
に
」

を
掛
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

利
用
者
は
14

人（
定
員
20
人
）

で
す
。
各
世
代

の
中
で
も
20
代

〜
30
代
が
比
較

的
多
く
、
若
さ

と
活
気
が
あ
り

ま
す
。「
利
用

者
さ
ん
た
ち
は

穏
や
か
な
方
が

多
く
、
落
ち
着
い
て
作
業
し
て

い
ま
す
」
と
、
目
標
工
賃
達
成

指
導
員
の
岩
野
可
菜
子
さ
ん
。

作
業
室
で
は
利
用
者
た
ち
が

分
担
を
決
め
て
、
請
け
負
っ
た

封
入
・
封
緘
作
業
の
ほ
か
、
ク

ラ
フ
ト
テ
ー
プ
細
工
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

「
利
用
者
さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ

れ
が
得
意
な
作
業
を
分
担
し
て

行
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
仕

上
げ
ま
す
」
と
岩
野
さ
ん
。
難

し
い
箇
所
な
ど
は
職
員
が
担
当

し
ま
す
。

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
に
は
粘
着

剤
が
付
い
て
い

ま
せ
ん
。
必
要

に
応
じ
て
紙
用

接
着
剤
で
固
定

す
る
の
で
す

が
、
接
着
剤
が

乾
く
ま
で
、
そ

の
製
品
作
り
は

ス
ト
ッ
プ
し
ま

す
。
こ
う
し
た

時
間
も
必
要
な

た
め
、
作
る
の

は
月
に
10
〜
30

個
で
す
。

カ
ラ
フ
ル
な

色
使
い
が
人
気
の
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
細
工
。
静
か
な
作
業
所

で
、
穏
や
か
な
利
用
者
た
ち
が

協
力
し
て
生
み
出
し
て
い
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
と

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所

〒
９
５
１
―
８
０
６
３
新
潟
市
中
央
区
古
町
通
13
番
町

５
１
４
９
ノ
１
☎
０
２
５（
２
１
０
）３
０
３
０

（
運
営
：
社
会
福
祉
法
人
新
潟
市
中
央
福
祉
会
）

カ
ラ
ー
ラ
イ
ン
鮮
や
か

お
部
屋
が
オ
シ
ャ
レ
に

利
用
者
ら
協
力

穏
や
か
に
作
業

作
業
所
を
訪
ね
て

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
細
工

クラフトテープ細工製品のかご、バッグ、コース
ターなど

クラフトテープ細工の製品作り
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新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

に
あ
る
「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」

（
愛
称
・
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）

お
薦
め
「
今
月
の
本
」。

男
女
格
差
学
べ
る
一
冊

「『
男
女
格
差
後
進
国
』
の
衝

撃
」（
治
部
れ
ん
げ
著
）
は
日

本
の
男
女
格
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
）
が
１
５
３
カ

国
中
１
２
１
位
と
指
摘
す
る
。

Ｇ
７
の
一
国
の
先
進
国
と
し
て

は
あ
ま
り
の
順
位
だ
。

男
女
格
差
の
例
と
い
え
る
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
例
え

ば
宰
相
。
ロ
シ
ア
軍
事
侵
攻
に

関
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場
し
た

北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
相
が

30
代
半
ば
の
女
性
で
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
の
は
小
生
だ
け
で
は

な
か
ろ
う
。
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
も
首
相
は
女
性
だ
。

一
方
、
わ
が
国
で
女
性
宰
相

は
ま
だ
誕
生
し
て
い
な
い
。
宰

相
ど
こ
ろ
か
、
住
民
代
表
の
議

員
は
国
会
も
地
方
も
わ
が
国
は

お
し
な
べ
て
男
性
が
多
い
。

先
日
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
番
組
が
「
男
女
格
差
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
て
い
て

興
味
深
か
っ
た
。
今
の
日
本
に

若
い
女
性
タ
レ
ン
ト
が
「
困
ら

な
い
」「
む
し
ろ
、
女
性
だ
か

ら
得
す
る
こ
と
も
あ
る
」。

筆
者
は
元
記
者
。
平
易
な
文

章
と
冷
静
な
筆
致
は
好
感
が
持

て
る
。
男
女
の
格
差
や
平
等
を

学
ぶ
に
的
確
な
一
冊
か
と
。

内
容
は
終
始
ほ
ん
わ
か

続
い
て
「
養
老
先
生
、
病
院

へ
行
く
」。「
バ
カ
の
壁
」
な
ど

で
著
名
な
養
老
孟
司
氏
と
、
氏

が
東
大
医
学
部
の
教
壇
に
立
っ

て
い
た
時
の
教
え
子
、
中
川
恵

一
氏
と
の
共
著
。

今
秋
で
85
歳
と
い
う
養
老
先

生
、
教
え
子
に
相
談
し
て
二
十

数
年
ぶ
り
に
東
大
病
院
で
検
査

を
受
け
入
院
し
た
と
い
う
。
そ

の
い
き
さ
つ
や
、
時
代
と
と
も

に
進
歩
し
て
き
た
医
療
へ
の
思

い
な
ど
を
つ
づ
る
。

養
老
先
生
が
第
１
章
「
病
気

は
コ
ロ
ナ
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ

た
」
と
第
３
章
「
な
ぜ
『
医
療
』

と
距
離
を
取
る
の
か
？
」
を
、

中
川
氏
が
第
２
章「
養
老
先
生
、

東
大
病
院
に
入
院
」
と
第
４
章

「
な
ぜ
病
院
に
行
く
べ
き
な
の

か
？
」
を
書
い
た
。

第
５
章
は
、
代
表
作
「
テ
ル

マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
の
漫
画
家
ヤ

マ
ザ
キ
マ
リ
氏
が
２
人
に
加

わ
っ
て
の
鼎
談
と
な
る
。
テ
ー

マ
は
「
養
老
先
生
、
ど
う
し
て

病
院
が
嫌
な
の
？
」。

終
始
、
ほ
ん
わ
か
し
た
内
容

だ
が
、養
老
先
生
の
お
人
柄
か
、

人
気
の
よ
う
だ
。

パレット新潟店営業日

自
ら
の
過
ぎ
来
し
方
に

一
つ
の
後
悔
も
な
い
―
。

そ
う
言
え
る
の
は
聖
人
君

子
だ
け
で
は
。
普
通
な

ら
思
い
出
し
た
く
な
い

過
去
も
あ
ろ
う
。
巻
頭
記

事
の
中
村
優
美
さ
ん
は
つ

ら
か
っ
た
は
ず
の
過
去
も

淡
々
と
語
っ
た
。
そ
の
中

で「
つ
な
が
る
、支
え
合
う
」

と
幾
度
か
聞
い
た
。

「
大
勢
と
つ
な
が
っ
て
い

れ
ば
、
自
分
の
苦
手
を
誰

か
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る

か
も
」。
そ
ん
な
支
え
合
い

が
あ
れ
ば
生
き
づ
ら
く
て

も
生
き
て
い
け
る
、
と
。

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い

が
未
来
は
変
え
ら
れ
る
、

と
い
う
。
そ
の
未
来
の
た

め
か
ど
う
か
、
優
美
さ
ん

は
多
彩
な
活
動
を
続
け
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
。
向
学
心
も
旺
盛

で
、
卒
業
し
た
放
送
大
学

に
再
入
学
し
て
学
ぶ
。

ま
だ
30
代
。
未
来
を
輝

か
せ
る
時
間
も
下
地
も
十

分
。
充
実
し
た
未
来
を
築

い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
前

半
生
を
一
気
に
上
書
き
す

る
ほ
ど
に
―
。
そ
う
願
っ

て
や
ま
な
い
。

（
佐
）
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お
寄
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さ
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

８月

…は休業日

2022年

11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

７月2022年


